
◇ 第２回統合準備委員会を開催しました！！ 

平成 26 年２月 26 日（水曜）、原城オアシスセンター･多目的ホールにおいて、

「第２回南有馬ブロック小学校統合準備委員会」を開催しました。 

 
 
 
 
 
 

今回は主に５件の議事について協議(一部は状況報告)を行い、それぞれについて

今後の取扱い等を決定しましたので、その内容を関係者の皆様にお知らせします。 

議事(1) 校名について ･･･ 総務部会 

総務部会の提案と説明を受け、以下のとおり、統合準備委員会としての方針を

決定しました。 

議事(2) 統合小学校 PTA 名称及び会則について ･･･ 地域部会 

以下のとおり、地域部会における協議結果等の報告を受けました。 

① 名称については、「PTA」、「育友会」、その他の名称を検討した。 

・現在の全ての各単位 PTA が、「PTA」という名称であること。 

・市、県、国といった関連上部組織も「PTA」を名称を採用していること。 

上記の理由から、「PTA」とするのが妥当との結論に至った。統合小学校の

校名を用いることから、「○○○小学校 PTA」とする。 

② 統合する５小学校の PTA 会則を比較するために、全てについて資料として

配布し、個別に事前検討した。協議を効率化するため、「白木野小学校 PTA

会則」を会則構成の基本として、各単位 PTA の条項及び内容を比較･検討し

ながら協議を進めた。 

③ PTA 会則案の検討は、条項多数のため、次回部会の継続検討とした。 

議事(3) 児童交流事業計画と教育課程編成作業進捗状況について･･･教育課程部会 

以下のとおり、教育課程部会における協議結果等の報告を受けました。 

① 平成 26 年度児童交流事業については、25 年度の交流学習の実績から年間

計画を作成し、準備を進めている。具体的な内容については、今後、各学校

の同学年の担任間で話し合いを進め、計画していく。 

② 平成 27 年度の教育課程については、現在の５校のそれぞれの教育課程を精

査し、新たな教育課程編成に向けての準備を進めていく。 

議事(4) スクールバス利用区域の設定について ･･･ 整備部会 

整備部会の提案と説明を受け、以下のとおり、統合準備委員会としての方針を

決定しました。 

理由： 統合により児童が遠距離通学となることから、通学に伴う“負担軽減”と“安全

確保”を図るため、「スクールバス」を運行する。スクールバスを利用できる区域

の設定については、基本的に統合によって遠距離通学となる児童に対する措置とし

て考えなければならない。したがって、統合によって学校の位置が変わり遠距離通

学となる吉川小学校区、白木野小学校区、古園小学校区、梅谷小学校区については、

スクールバスの運行が必要である。 

議事(5) 南有馬小学校の施設整備改修等について ･･･ 整備部会 

整備部会の提案と説明を受け、以下のとおり、統合準備委員会としての取扱い

を決定しました。 

〔整備･改修項目〕 

① 児童靴箱  ② トイレ  ③ 手洗い場･排水  ④ 教室背面児童用棚 

⑤ 左側校舎教室背面黒板  ⑥ 校長室･職員室･特別教室カーテン 

⑦ エアコン設置  ⑧ 校内放送機器  ⑨ 非常階段  ⑩ 校舎のひび 

Ω 次回の第３回統合準備委員会は、４月下旬に開催する予定です。 
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南有馬ブロックの全５校が統合し、新しい学校としてスタートする。“校名を

変える”という考え方ではなく、先ずは「新しい学校の名称を考える」という

考え方で、今後、総務部会及び統合準備委員会において協議を行っていく。 

吉川小学校区、白木野小学校区、古園小学校区、梅谷小学校区をスクールバス

利用区域に設定する。 

整備部会が現地を調査して取りまとめた「南有馬小学校施設整備について」を

基にし、５校の学校長及び学校教育課長で再点検を行った上で、教育委員会の

関係所管に協議を申し出る。 


